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▲あ～ひとっ風呂浴びて、さっぱりした 

,／七ど 
▲風呂上がりのおしやべりも楽しみです ▲みなさん肌と肌のつき合いしていますね 

秋に新しく、大きな浴室と設備の整った 

コミユニテイーセンターとして、オープンします。 
みなさん待ってて下さいね。 

設
 日「
 

'
'
 

日 

と
 

さ
＆
な
ら
で
す
 

町
の
温
泉
と
し
て
、
平
成
 11 
年
 12 
月
よ
り
仮
設
で
営
業
を
ス
タ
 

ー
ト
し
て
か
ら
4
年
5
ケ
月
、
た
く
さ
ん
の
町
内
外
の
み
な
さ
ん
 

に
利
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
 11 
月
に
方
城
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

セ
ン
タ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
を
控
え
、
5
月
 30 
日
（
日
）
で
施
設
を
 

閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
仮
設
施
設
で
あ
っ
て
も
、
温
泉
の
泉
質
、
効
能
が
好
評
 

で
土
日
に
は
駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
大
勢
の
入
湯
客
 

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

人
気
の
ひ
と
つ
は
、
肌
を
き
れ
い
に
す
る
効
能
が
あ
る
と
言
わ
 

れ
る
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
張
性
温
泉
を
泉
質
に
持
ち
、
女
性
に
と
っ
 

て
嬉
し
い
湯
に
浸
か
っ
た
後
の
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
る
と
『
美
人
 

の
湯
』
の
温
泉
と
し
て
好
評
で
し
た
。
 

町
外
か
ら
訪
れ
る
人
の
中
に
は
、
家
族
連
れ
で
足
繁
く
通
っ
て
 

来
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
姿
、
町
内
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
も
う
ひ
 

と
つ
の
家
族
風
呂
感
覚
で
お
風
呂
セ
ッ
ト
を
持
参
し
て
毎
日
通
う
 

人
、
湯
船
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
っ
て
一
日
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
す
人
の
姿
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
の
人
に
利
用
さ
れ
、
愛
さ
れ
 

て
き
た
仮
設
温
泉
と
は
お
別
れ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
あ
り
が
と
う
ご
 

ざ
い
ま
し
た
。
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離任者（右カり）費誉 

名前 （赴任先） 

土井 三和子 （中津原小） 

村上 美子 

宮西 啓子 

武末 早苗 

小林 和美 

宮成 

立園 幸江 

日高 輝代子 （川崎東小） 

香川 二郎 

着任者（前列右から） 

名前 （赴任元） 

本松 圭子 

矢野 治彦 （校 長） 

田中 いづみ （他県から） 

佐藤 

香川 二郎 （伊方小） 

藤田 由美 （市場小） 

勇 

平中 毅祐 （落合小） 

野津 真由 （水城小） 

井上 啓子 

香月 文美 

満倉 ひとみ （高田小） 

荒金 かずき （新規採用） 

『 よろしく 
おねがいします 

ありがとう 
ございました 

学校に卒業と入学があるように、先生達にも別 

れと出会いの季節がやって来ました。 

3 月31日に離任式、4月1日に着任式が役場で 

行われました。 

新学期がはじまり、先生達もそれぞれが目標と 

希望に向かって新しいスタートをきりました。 

・”り・？ 

‘
ー
舌
力
」
春
一
 
山
b
‘
い
』
寺
か
m
》
血
量
か
！
灯
謝
れ
嚇
，
み
り
“
．
一
 
川一 

ま
一
 

山
お
計
‘
，
l
 

離任者（右から）公 

名前 （赴任先） 

道園 久志 （県行政） 

嶋田 瑞代 （池尻中） 

見増 禎二 （勾金中） 

堺 章子 （添田中） 

森本 泰史 （県行政） 

名前 （赴任元） 

梅林 貴幸 

村上 惇 

上水 麻緒 

2①①4年 広報ほう 



みんな胸には期待と希望をもって 
緊張と不安の中、入学式は始まった 

▲先生と生徒、この時が初対面（紹介される先生も緊張ぎみ） 

ト
い
ま
か
ら
は
じ
ま
る
入
学
式
、
、
っ
れ
し
い
な
、
楽
し
い
な
 

4
月
7
日
弁
城
・
伊
方
両
小
学
校
で
、
8
日
は
方
 

城
中
学
校
で
今
年
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
1
4
5
 

人
が
新
た
な
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
 

新
一
年
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
学
校
生
活
、
 

保
育
所
と
は
一
屡
つ
雰
囲
気
と
授
業
に
慣
れ
る
ま
で
 

は
、
戸
惑
い
い
っ
ぱ
い
の
、
中
学
生
に
と
っ
て
は
今
 

ま
で
弁
城
・
伊
方
と
別
々
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
 

生
徒
達
が
中
学
で
一
緒
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
な
り
 

ま
し
た
。
こ
の
日
新
し
い
制
服
に
袖
を
通
し
た
姿
 

は
、
少
し
大
人
び
て
見
え
ま
し
た
。
 

り 

介
護
保
険
0
 

住民課 

第
三
者
求
償
 

自
動
車
事
故
な
ど
の
よ
う
に
、
第
三
者
の
行
為
が
原
因
で
介
 

護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
も
介
護
保
険
を
受
け
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
が
、
こ
の
際
に
は
必
ず
保
険
者
（
介
護
保
険
広
域
連
合
）
 

に
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
も
と
も
と
、
介
護
費
用
 

に
つ
い
て
は
、
加
害
者
（
第
三
者
）
が
そ
の
責
任
の
範
囲
で
負
担
 

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
被
害
者
の
生
活
に
支
障
の
な
い
 

よ
う
に
、
損
害
賠
償
に
先
立
っ
て
必
要
な
介
護
費
用
を
介
護
保
 

険
で
立
て
替
え
て
い
る
も
の
で
す
。
 

た
だ
し
、
こ
の
場
合
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
た
介
護
費
用
 

に
つ
い
て
は
、
被
害
者
の
権
利
で
あ
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
保
 

険
者
（
介
護
保
険
広
域
連
合
）
に
移
転
し
、
保
険
者
か
ら
直
接
加
 

害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
示
談
を
結
ぶ
際
は
保
険
 

者
（
介
護
保
険
広
域
連
合
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

〇
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
田
川
支
部
 

公
4
9

・1

〇
9
3
 

〇
方
 
城
 

町
 

公
2
2

・
〇
5
2

〇
 

農政課 あなたは 

食品の「期限表示」について 
どのくらい知ってますか？ 

期限表示とは 
エ 

原則としてすべての加工食品には、 

期限表示を記載する事になっています。 

これによつて、その食品をおいしく食べられる 

期限を判断する目安となります。 

比較的いたみにくい（あし 

がおそい）食品の期限が「賞 

味期限」に統一されました。 

【対 象】 

スナック菓子、力ップめん、か 

まぼこ、缶詰、ジュース、レト 

ルト食品、牛乳、バターなど 

いたみやすい（あしがは 

やい）食品の期限は、これま 

でどおり「消費期限」です。 

【対 象】 

弁当、そうざい、生かき、生めん、 

調理パン（サンドイツチ）など 

これからは、同じ意味で 
「品質保持期限」と表示されていた食品も、 
「賞味期限」と表示されるようになるよ！ 

× 

※―度開封した食品は、表示された期限にかかわらず、早めに食べるようにしましよう。 

噛 

▲はじめて入った教室。明日から6年間一緒に勉強しようね！ 

▲どう、似合ってるかな 

広報ほうじよう 2004年（平成16年）5月 
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Z 職員手当の状況 
(1）期末・勤勉手当の支給状況 

区 分 期末手当（月） 勤勉手当（月） 

6月期 

12月期 

計 

(2）退職手当率 

区 分 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度額 

(4）その他手当 

扶養手当 

住宅手当 

通勤手当 

1.40 0.70 

1.60 0.70 

3.00 1.40 

自己都合（月） 

21.00 

33.75 

47.50 

60.00 

勧奨・定年（月） 

28.875 

44.55 

62.70 

62.70 

計（月） 国 

2.10 

2.30 同左 

4.40 

(D この表は、平成15年度給与 

改定後のものです。 
(2）勤務の級等による 

加算措置有り。 

(3）時間外手当 

国 年 度 

同左 

平成13年度 

平成14年度 

区 分 

支給総額 

職員1人当たり支給年額 

支給総額 

職員1人当たり支給年額 

金 額（千円） 

11,941 

103 

9,339 

82 

配偶者13,500円、扶養親族（2人まで）6,000円（扶養親族でない配偶者がある場合は、1人について 

6,500円）、配偶者がない場合は、1人について11,000円、その他の扶養親族については、1人にニルて 

5,000円、16歳から22歳までの子がいる場合は1人につき5,000円加算 

新築.購入者は5年間2,500円 家賃支払者最高限度額27,000円 

通勤のために交通機関を利用している職員（支給限度額50,000円）、または、自動車などで通勤してい 

る職員（片道2km以上） 

これらの額は、平成15年度給与改定後の額です。 

了-' 
＋に9 

1 .人件費の推移 
年度 区分 人 口 （人） 

平成12年度 

平成13年度 

7,998 

7,865 

歳出額A（千円） 

6,739,950 

8,840,093 

実質収支（千円） 

170,277 

91,499 

平成14年度 7,906 7,110,780 118,812 
(1）この表は、人件費が町財政に占める割合を表したものです。 
(2）人口は、各年度末の3月31日現在の数です。 
(3）人件費には、町長などの特別職、一般職の給料、町議会議員ほか各種委員等に支給される報酬などを含めています。 

2 ．職員給与費の状況 
ー、一，」lL 給 与 費 （千円） 
職員数 （人） 
ーーーハ 、ノ、ノ 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 合 計 

114 398,525 43,163 168,367 610,055 
この表は、前表1の人件費に占める職員給与の状況を示したものです。 
職員数も前表1に係るもので、4月1日現在のものです。 

3 .職員の平均給料月額及び平均年齢 
ー般行政職 技能労務職 

平均給与月額（円） 平均年齢 平均給与月額（円） 平均年齢 

!／ 、 326.800 44.1 259.900 46.1 
＼ーノ（1）一般行政職とは、技能労務職・税務職・福祉職・医療職及び水道課職員を除く職員です。 

(2）この表は、平成15年4月1日現在のものです。 

0 方城町職員の給与等 
＆給与水準の状況 

方城町の給与水準を国と比較する方法として、ラスパ 

イレス指数による方法があります。 

ラスパイレス指数とは、職員構成を同一にして、職種 

別や学歴別、経験年数別に区分した職員数と平均給料月 

額を用いて算出するもので、国を1 00とした場合、平成 

15年4月1日現在の方城町のラスパイレス指数は、89.1 

（福岡県96市町村中95番目）となっています。 

9 .特別職の報酬等の状況 
分 月 額（円） 期末手当 

長 780,000 

役 618,000 

収入役 580,000 

教育長 530,000 

議 長 295,000 

副議長 255,000 

人件費率B/A(%) 

14.4 

11.9 

14.2 

人件費B（千円） 

972,676 

1,055,588 

1,007,587 

1人当たりの 
給与費（千円） 

5,351 

／、 
( 

ハ 

公 か 

方城町 国 

初任給（円） 初任給（円） 

大学卒 161,000 171,500 

高校卒 139,500 139,500 

技能労務職 高校卒 136,700 136,700 
この表は、平成15年4月1日現在の方城町初任給基準表によるものです。 

4 職員の初任給の状況 

区 分 

10.部門別職員数の状況 
区 分 職員数（人） 増減数 

14年度 15年度 

―般行政職 
×j 

5 .職員の経験年数及び学歴平均給料月額 
区 分 10年以上15年未満（円） 15年以上20年未満（円） 20年以上25年未満（円） 

347,800 

319,000 

235,800 

大学卒 251,600 288,900 

高校卒 211,700 266,600 

技能労務職 高校卒 251,100 
(1）この表は、該当する職員全員の平均給料月額を示すものです。 
(2）給料月額は、平成15年度の地方公務員給与実態調査による4月1日現在のものです。 

に ―血ル弓＝1右耳Ii 口II皿，月米右P、、umコ 
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区 分 1級 2級 

標準的な職務内容 主事 主事 

職員数（人） 2 15 

ー般行政職 

2 

21 1 

7 

33 

11 4 

3 Al 

8 1 

計 

76 

100 

鍛

振

 5
 
6
 

翼
6
8
 

3級 4級 5級 6級 

主事 主査 課長補佐・係長・主査 課長補佐・係長 

4 6 15 23 

Al 

4 

2 

2 

2 

構成比（%) 3 20 5 8 20 30 
(D この表は、方城町の給与条例に基づく給料表の級区分による一般行政職の現員数を示すものです。 
(2）この表は、平成15年4月1日現在のものです。 
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25 
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会
 
務
 
務
 
生
 
生
 
働
 
水
 
工
 
木
 
計
 
育
 
院
 
道
 
叫
 
計
 

月
 
議
 
総
 
税
 
民
 
衛
 
労
 
農
 
商
 
土
 
小
 
教
 
病
 
水
 
そ
 
小
 
計
 

日
ー
 

部
 

―般行政 

特別行政 

公営企業等 

会 

6月期1.40月 

12月期1.60月

計 3.00月 
（加算額有り） 

区
 
町
 
助
 

議 員 237,000 
期末手当の率は、給与改定後のものです。 

ノ、 

口 
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今
年
も
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
 

ま
し
た
。
新
入
社
員
、
新
入
学
生
の
 

初
々
し
い
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
く
感
 

じ
ら
れ
る
季
節
で
す
。
来
る
べ
き
 

三
町
合
併
に
向
け
て
、
診
療
所
に
 

も
新
し
い
時
代
へ
の
「
脱
皮
」
を
期
 

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
身
に
し
み
 

て
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
診
療
 

所
の
近
未
来
像
に
つ
い
て
述
べ
て
 

み
ま
し
よ
う
。
 

⑥
新
し
い
診
断
機
器
の
導
入
 

現
在
、
診
療
所
で
は
デ
ジ
タ
ル
 

処
理
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
（
c
R
) 

が
稼
動
中
で
あ
り
、
画
像
の
鮮
明
 

化
と
フ
ィ
ル
ム
の
小
型
化
が
図
ら
 

れ
、
診
断
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
 

町立診療所の 
近未来 

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
は
り
新
 

技
術
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
て
い
 

か
な
け
れ
ば
十
分
な
診
断
が
で
き
 

な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
 

た
。
そ
こ
で
、
近
い
う
ち
に
コ
ン
ピ
 

ュ
ー
タ
断
層
装
置
（
c
T
）
を
設
置
 

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
ま
 

で
は
超
音
波
検
査
（
エ
コ
ー
）
で
肝
 

臓
や
す
い
臓
に
異
常
が
見
ら
れ
て
 

も
、
精
密
検
査
で
あ
る
c
T

は
他
 

の
病
院
に
依
頼
し
て
お
り
ま
し
た
 

が
、
c
T

の
導
入
後
は
こ
れ
ら
の
 

精
密
検
査
を
診
療
所
で
実
施
す
る
 

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
 

脳
卒
中
に
つ
い
て
も
、
脳
梗
塞
と
 

脳
出
血
の
鑑
別
・
部
位
診
断
が
正
 

確
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
四
月
に
は
四
肢
動
脈
の
 ▲この日、この会場から合併協議会の新たな合併協議が始まった（会場内の様子） 

任意合併協議会から 

議 
A 
= 合併協 
へ 設置 

4
月
8
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
 

ー
で
赤
池
町
、
金
田
町
、
方
城
町
 

の
三
町
か
ら
町
長
、
正
副
議
長
、
 

議
会
議
員
、
学
識
経
験
者
、
担
当
 

職
員
が
出
席
し
て
「
赤
池
町
・
金
 

田
町
・
方
城
町
合
併
協
議
会
」
の
 

発
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

発
会
式
の
後
、
第
ー
回
の
協
議
 

会
が
開
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の
合
併
 

協
議
会
会
議
運
営
や
事
業
計
画
 

な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。
 

昨
年
8
月
に
、
任
意
合
併
協
議
 

会
を
設
置
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
 

に
発
会
式
、
協
議
会
 10 

回
を
開
催
、
 

そ
の
間
に
町
民
の
み
な
さ
ん
に
 

は
合
併
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
 

ー
ト
調
査
、
2

回
の
住
民
説
明
会
 

を
開
い
て
き
ま
し
た
。
 

3
月
 22 

日
方
城
町
議
会
で
「
赤
 

池
町
・
金
田
町
・
方
城
町
合
併
協
 

議
会
」
の
設
置
が
議
決
さ
れ
、
3
 

月
 31 

日
任
意
合
併
協
議
会
は
解
 

散
し
、
4

月
ー
日
法
定
合
併
協
議
 

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
現
在
、
合
併
の
準
備
段
階
 

と
し
て
三
町
の
職
員
で
構
成
す
 

る
合
併
協
議
会
事
務
局
が
中
心
 

と
な
り
ニ
ニ
町
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
 

内
容
の
「
す
り
合
わ
せ
」
を
し
て
 

い
ま
す
。
地
味
な
作
業
で
す
が
、
 

す
り
合
わ
せ
る
事
項
は
約
1
、5 

〇
〇
の
項
目
数
で
す
。
ス
ム
ー
ズ
 

な
合
併
協
議
を
進
め
る
大
切
な
 

作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

赤
池
町
・
金
田
町
・
方
城
町
 

合
併
協
議
会
委
員
 

（
方
城
町
の
み
）
 

■方城町長 

白石 博文 

■方城町議会議員 

倉石 菊男 

永末 次男 

原田 正 

香月 弘美 

原田 幸美 

■学識経験者として町民より参加 

村田 明高さん 

か 
仲村 信之さん 久冨 春美さん 

脈
波
分
析
装
置
を
導
入
し
、
血
管
 

の
動
脈
硬
化
の
度
合
い
を
詳
細
に
 

診
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

⑥
病
床
の
廃
止
と
外
来
機
能
の
 

充
実
 

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
 

有
し
て
い
る
l
n
向
齢
の
患
者
さ
ん
た
 

ち
に
は
、
「
診
療
所
」
で
は
な
く
、
医
 

療
職
員
の
十
分
に
配
置
さ
れ
た
「
病
 

院
」
へ
の
入
院
が
望
ま
れ
ま
す
。
急
 

性
疾
患
は
診
療
機
能
の
充
実
し
た
 

病
院
で
集
中
的
に
治
療
し
て
短
期
 

間
で
在
宅
復
帰
す
る
と
い
う
の
が
 

こ
れ
か
ら
の
医
療
の
方
向
で
す
。
「
診
 

療
所
は
外
来
を
・
病
院
は
入
院
を
 

受
け
持
つ
べ
し
」
と
い
う
の
は
国
 

の
医
療
方
策
で
も
打
ち
出
さ
れ
て
 

い
る
こ
と
で
す
し
、
有
床
診
療
所
 

に
対
す
る
診
療
報
酬
上
の
締
め
付
 

け
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
 

が
現
状
で
す
。
現
在
、
診
療
所
は
十
 

九
の
病
床
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

介
護
保
険
制
度
の
施
行
以
後
、
病
 

床
の
稼
働
率
は
大
幅
に
低
下
し
て
 

い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
人
員
配
置
 

が
限
ら
れ
て
い
る
関
係
上
、
重
症
 

な
患
者
さ
ん
を
受
け
容
れ
る
だ
け
 

の
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
。
公
的
な
 

医
療
機
関
で
あ
っ
て
も
経
営
的
な
 

視
点
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
か
な
 

け
れ
ば
統
合
・
廃
止
の
憂
き
目
に
 

)

J

 

、

ノ

／

 

遭
う
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
福
岡
の
 

県
立
病
院
や
全
国
の
労
災
病
院
の
 

例
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。
 

経
営
の
改
善
と
診
療
所
の
機
能
 

分
化
と
い
う
二
つ
の
目
標
を
達
成
 

す
る
に
は
、
現
有
の
病
床
を
思
い
 

切
っ
て
廃
止
し
、
入
院
が
必
要
と
 

な
る
場
合
に
は
近
隣
の
病
院
と
の
 

緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
対
処
 

し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
現
在
、
病
室
と
し
て
使
 

用
し
て
い
る
一
一
階
に
は
、
居
宅
介
 

護
支
援
事
業
所
や
訪
間
看
護
部
門
 

を
設
置
し
、
ま
た
内
科
・
整
形
外
科
 

以
外
の
診
療
科
の
外
来
部
門
を
配
 

置
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
 

増
設
す
る
科
を
具
体
的
に
ど
の
診
 

療
科
に
す
る
か
は
方
城
町
民
の
皆
 

様
や
同
じ
町
の
町
立
診
療
所
と
な
 

る
現
赤
池
町
立
病
院
と
話
し
合
い
 

な
が
ら
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
 

⑥
在
宅
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
 

退
院
し
た
寝
た
き
り
等
の
患
者
 

さ
ん
に
対
す
る
訪
問
診
療
・
訪
問
 

看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
 

ン
は
現
在
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
 

当
診
療
所
の
病
床
を
廃
止
す
る
こ
 

と
に
伴
い
、
今
以
上
に
在
宅
医
療
 

を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
 

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
急
な
 

病
状
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
 

う
な
態
勢
を
と
と
の
え
て
お
く
こ
 

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
 

に
は
、
他
の
事
業
所
の
介
護
職
員
 

等
と
も
定
期
的
な
会
合
を
も
ち
、
 

必
要
な
ケ
ア
を
判
断
し
、
一
人
ひ
 

と
り
の
患
者
さ
ん
の
病
状
に
応
じ
 

た
ケ
ア
を
過
不
足
な
く
供
給
す
る
 

こ
と
が
、
看
護
・
介
護
に
従
事
す
る
 

者
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
任
務
で
 

す
。
一
人
の
お
年
寄
り
を
、
い
わ
ば
 

「
町
ぐ
る
み
で
」
ケ
ア
し
て
い
く
と
 

い
う
発
想
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
 

の
で
す
。
関
係
機
関
と
連
絡
を
と
 

り
な
が
ら
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
 

に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
願
っ
 

て
い
ま
す
。
 

以
上
、
ご
く
簡
単
に
診
療
所
の
 

近
未
来
像
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
 

し
た
。
た
だ
、
私
た
ち
診
療
所
内
部
 

の
人
間
に
は
見
え
て
い
な
い
問
題
 

点
、
逆
に
、
外
部
か
ら
は
目
に
付
く
 

問
題
点
も
多
く
存
在
し
て
い
る
で
 

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
 

ま
せ
ん
。
診
療
所
は
、
将
来
に
わ
た
 

っ
て
、
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
 

応
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
く
つ
も
 

り
で
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を
 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

方
城
町
立
医
療
セ
ン
タ
ー
 

公
2
2

・
0
2
4
2
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ペッタン・ペッタン 

自が合べ7才寸わ 

竺二蒜蕊器黒てます。鵬灘こ 
3月6日、保育園恒例のもちつき大会が園児の保護者や、地 

域の人の協力でありました。 

みなさん恒例とあって餅のつき方、丸め方が手慣れたもの 

で、つぎつぎに丸いあ 

んこ餅ができあがりま 

した。 

できあがったばかり 

の餅を頬ばる笑顔い 

っぱいの顔が見られ 

ました。 

●中央保育所 きれいに咲いたょ （  ’甲天保肖所

入園式のお花たち 
4月1日、入園式の日、保育所の庭にはフラワーデリバリーか 

らもらって、大事に育てたパ 

ンジーがチューリップやムス 

カリと一緒に咲き、入園式の 

子ども達を「入園おめでと列 

と出迎え、入園式に花を添え 

ました。「お花さんありがと 

う！」 

探検しちゃおう 

「源じいの森」社会見学 
3月9日、年長児が保育所最後の思い出に、源じいの森／＼社 

会見学に行きました。平成筑豊鉄道に乗り揺られながら景色 

を楽しむうちに万リ車は源じいの森へ到着、はしゃぐ子ども達 

はさっそく、森の探検をはじめ、つくしを摘み、おもいきり自然 

の中で遊びました。年長児にとって春の日の、とても楽しい― 

日でした。 

隠 
I 

郵嚢i蕪蕪iIi蕪蕪iiiiiiiii轟呈 主暴窒圭圭舞ぎ1'舞護 
▲ただいま「源じいの森駅」へ到着 

●すずらん保育所 

ただいま…おかえり・・・ 

毎日元気な声が 
聞こえています 

方城町立 

地域そ意慈援センタ、 
子育て家庭を応援します 

●ぎんなん保育園 
さくら…さくら・・・ 

さくらの花にそっとふれたよ 
4月5日、年中児が前村の公園まで桜見に出かけました。 

ちょうど満開だった桜の下で、子ども達はかけっこした以 

桜の枝を手にとって、興味深そうにじっくり花を観察した以 

香りをかいだりと春の一時を過ごしました。 

I監
 

ミ～ 

ぐ
つ
き
た
て
餅
が
あ
ん
こ
餅
に
変
身
 

●第一保育所 

ミ監姦雌議議姦組薄鍵議金轟押 
階議婆~参蒙議茎字青 

レなどの親子たちに親じまれ利用されて来ましたが、 

4 月13日に児童センター内に移転しました。 

なお子育て支援活動は今までと変わらず、町内4保育園（所） 

等と連携を深めながら行ないます。。 

新しい場所ノ＼気軽に訪れ育児の情報交換や親子の交流を 

しませんか。是非のぞいてみて下さい。 

4 き．・、, シ ー 一，, 声二丁 ， r ，子一 よ 
零敏”三一製至ぐン．rーに．”ニ“ープ・叫・．’ 」 ’ 

i七喧ユどと三稀言f！ご占とf菜歌簿，,，与F 
でノコ弗出明世L LIJ犬床月I打 

、

ノ

 

( 

町
 
民
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 

中
央
公
民
館
 

駐 

車 

場 

チューリップの花畑は満開だよ 
4月8日、新年度になって初めてのバスハイクに園児みん 

なで、直方河川敷の「チューリップまつり」に行きました。赤白 

黄色・・・色とり 

どりに咲いて 

いるチューリッ 

プの迷路で遊 

びました。さて、 

無事に出てこ 

られたでしょう 

か…？ 
P＃考ェー 

/，’・rニ三ュ．’''”、y 

』，踊→篇1難事麟~？編意「 

瓢器Iザい鴇ミ 
▲出口はあっちかな？こっちかな？ 

わくわく・ドキドキ 

列車の旅！ 
ほ
の
ぼ
の
館
 

交
流
セ
ン
タ
ー
 

中
央
保
育
所
 

3月2日、バスハイク 

で田川市の中央公園 

に行きました。行きは、 

金田から伊田まで平 

成鉄道に乗って、ちょ 

っとの汽車の旅を楽 

しみました。窓からの 

景色を見たり、乗って 

くるお客さんに、声をかけられたりとドキドキの体験でした。 

★すずらん保育所・・・火曜日 

★中央保育所 水曜日 

★第ー保育所 木曜日 

★ぎんなん保育園・・・金曜日 

子育ての悩み、なんでも 
お気軽にどうぞ・・ 
就学前の子どもを持った家庭が対象です。 ＼ 
相談・利用の料金はすべて無料です。 、 

毎週月～金曜日 9:OO--16:O0 
方城町立地域子育て支援セ 

公皿0947・22・2401 

、× ノ、＼、 ノ～ 

誕生会・戸外遊び 

リズムあそび 
（中央保育所にて） 

講師・片村啓子さん 

バスハイク 

毎日4時くらいになると、学校が終わっ 

た1年から4年生の児童達が、学童クラブ 

に帰ってきます。 

保護者の迎えを待つ子ども達が、友達 

と一緒にいる時に見せる表情は学校や家 

庭とは、違 

ったもので 

はないでし 

ょうか。 が’ 

12 2004年（平成16年）5月 FF、 広報ほうじよう 

▲みんな一緒だと宿題終わるの早いよ 
ぐ勉強のあとは 

サッ力ーに夢中 

' ' ⑩F 広報ほうじよう 2004年（平成16年）5月 



I N FORMATION 

▲ナイスバッティング見せてよ 

国 
A 
云 結 国 

優 勝 犬星常会 

準優勝 西古門常会 

3 位 上弁城常会 

3 位 春田常会 

第31回 町民ソフトボール大会 

犬星常会が2連覇 
4 月11日、第31回町民ソフトボール大会が町民グラウン 

ドほか2会場で17チームが参加して行われました。 

各会場とも熱戦が繰り広げられ、前回優勝した犬星常会 

が見事2連覇を達成しました。選手のひとつひとつのプレ 

ーに応援に来た人たちから大きな声援が送られ、常会の交 

流を深めた1日でした。 

結果は、次のとおりです。 

▲プレーした人、応援した人、みんなで手にしたチャンピオンフラッグ。全員が敢闘賞ですよ。 

がんばってください 

たくましい自衛官に 
なってきます 

技能を身につけませんか 人権について考えてみませんか 

平成16年度若年者専修学校等 

技能習得資金のこ案内 
ロ事業主体 方城町 

口貸与要件 

対象者 方城町在住で前年度に中学校を卒業 

した者、但し前年度に高等学校を卒業した者及 

び中退した者で対象学校に入学した者を含む。 

対象学校 

〇専修学校の高等課程及び一般課程 

〇各種学校（終業年限1年以上） 

※但し職業に必要な技術・技能の教授を目的と 

した学科に限る。 

収入基準 

①生活保護法に基づく保護を受けた世帯 

②地方税法の規定により市町村民税が非課税 

とされた世帯 

③地方税法の規定により市町村民税が減免と 

された世帯 

④生活保護基準の1 .5倍以下の世帯 

口受付期間 

5 月10日（月）-21日（金） 

方城町部落史調査研究会へ 

参加しませんか！! 
方城町の歴史に興味ある方、部落史を中心に、昔 

の方城町の姿を掘り起こし、ひとりひとりの人権 

が大切にされるまちづくりにつなげたいと思います。 

解放講座へ 

来てみて下さい！! 
世の中に起こるさまざまな事件を人権の視点で 

見つめ学習しています。いじめ、戦争問題、身近な 

差別などをテーマに選んでいます。 

C) 

問い合わせ 

（人権・同和係） 方城町教育委員会社会教育課 

公22・4300（内線14) 

× 

n]( 
I 

/ 

みんな読んでね ごぞんじですか？ 

アヒルと鴨のコインロッ力一／伊坂 幸太郎 
※期待の新人のミステリーものです 

虚誕～警察に作られた桶川ストー力ー殺人事件～／鳥越 俊太郎 

※1999年におきた桶川ストー力一殺人事件のルポです 

2月と3月の 

新刊紹介 

銀行寵城／新堂 冬樹 
※新堂 冬樹の最新作です。 

変光星過～自閉の少女に見えていた世界～／森口 奈緒美 

※時代にタイムリーな復刊本です。 

ぼくはキッド虐待を生き抜いた／ケヴィンルイス 大野晶子 
※児童虐待モノの自伝です。 

黒冷水／羽田 圭介 
※作者は高校三年生の17歳の少年です。第40回文芸賞受賞作 

片想い／東野 圭吾 
※東野 圭吾の少し前のミステリーです。 

不運な女神／唯川 恵 
※恋愛小説家の旗手 唯川恵の短編集です。 

今年度も住民の皆様のリクエストを中心 

にミステリーや話題本を多く購入していき 

たいと思います。 

J フ ブックスタート 
ブックスタートとは、地域に生まれたすべての 

赤ちゃんに、乳幼児健診などの機会に、絵本の入 

ったパックを手渡す運動です。1992年英国で始 

まり、今では日本全国に広がっています。 

方城町でも、平成13年8月から乳幼児健診（7 

~9 ケ月児）で行っています。 

“早い時期から絵本を読み聞かせて、字や数字 

を覚えさせよう”というような早期教育の時間で 

はなく、赤ちゃんがすくすくと育つための心のミ 

ルクとなり、それが大人にとっても赤ちゃんと向 

き合う、ゆったりとした楽しい時間になる…。 

リラックスできる楽しい雰囲気の中で赤ちゃ 

んと絵本を開くと、赤ちゃんの反応や笑顔に周り 

の大人も笑顔になります。「赤ちゃんと保護者の 

幸せを願う気持ち」とともに、心をこめて手渡し 

ます。 

3
月
8
日
、
役
場
で
自
衛
隊
 

入
隊
者
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

入
隊
し
た
の
は
今
年
、
高
 

校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
平
 

良
聖
弥
さ
ん
（
湧
測
住
宅
）
、
山
 

中
瑞
明
さ
ん
（
久
六
住
宅
）
の
 

2
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
陸
上
自
衛
 

隊
飯
塚
駐
屯
地
、
航
空
自
衛
隊
 

防
府
南
基
地
へ
と
配
属
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
、
2
人
と
も
日
々
 

厳
し
い
訓
練
と
専
門
的
な
勉
 

強
が
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
 

す
が
、
入
隊
す
る
時
に
決
意
し
 

た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
自
衛
官
 

と
し
て
行
動
で
き
る
人
に
な
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

15 

▲平良聖弥さん（左上）山中瑞明さん（右上）と白石町長、関係者のみなさん 
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休館日変更のお知らせ 

N FORMATION 

第20回九州高等学校選抜剣道大会 

田島佳奈選手が出場 

九
州
剣
道
連
盟
・
九
州
高
等
学
校
体
育
 

連
盟
主
催
の
大
会
が
2
月
 14 

・ 15 

日
の
両
 

日
沖
縄
県
那
覇
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

福
岡
県
か
ら
田
川
高
校
3
年
生
の
田
 

島
佳
奈
さ
ん
（
野
地
）
が
個
人
戦
に
出
場
 

し
、
試
合
で
は
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
出
 

し
て
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。
 

田島さんは小学1年生 

から中学3年生まで、方城 

町修練館の生徒として、練 

習に励んでいました。 

▲りりしい胴着姿で 
大会出場 

第7回方城町修練館剣道大会 

振りに精神集中 

方
城
町
修
練
館
父
母
会
主
催
の
大
会
 

が
3
月
 14 

日
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

館
内
に
は
、
剣
士
達
の
声
が
響
き
、
面
 

の
奥
か
ら
相
手
の
隙
を
見
極
め
て
竹
刀
 

を
振
り
下
ろ
そ
う
と
す
る
鋭
い
眼
差
し
 

と
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
 

国 結 国 園
 〇小学生の部 

優 勝 近藤 巧馬 

準優勝 田中慎太郎 

三 位 山津さつき 

〇中学生の部 

優 勝 勝木 ー代 

準優勝 高津 宏和 

三 位 勝木 友平 

▲戦のあとは、みんな笑顔がこぼれます 

第14回全日本総流派空手道選手権大会 

最
優
秀
選
手
賞
に
 

竹
松
 
和
彦
選
手
 

優
秀
選
手
賞
に
 

山
口
由
里
佳
選
手
 

[3 位】 

〇幼年（年長）の部 
山口 達真・村上 祐太 

〇小学2年生の部 
香月海輝斗・笹栗 混人 

〇中学1年生の部 

岡田 和馬・竹下 悟 

〇中学2年生の部 
福冨 ー成 

I 

【準優勝】 

〇幼年（年中）の部i 
原 将輝 

〇小学5年生の部 】 
空閑 翻悟 

〇高校2年生の部 ~ 

高松 史明 

【優 勝】 

〇小学5・6年女子の部 
山口由里佳 

〇新人中量級の部 
小山 靖也 

〇ー般軽量級の部 
竹松 和彦 

3 月14日、田川市総合体育館で拳成館（伊方）主催 

の大会が開かれた。 

全国各地より92団体842人の選手が集まり、27ク 

ラスに出場、形の部と防具をつけないフルコンタク 

ト空手の部で熱戦が繰り広げられた。 
非常にレベルの高い大会で、中でも主催道場の選 

手達は、日頃の練習の成果を発揮して、優勝3人、準 

優勝3人、3位7人と好成績を残しました。 
この大会で選手宣誓の大役を務めた山口由里佳選 

手は、小学5・6年女子の部で昨年に続いて優勝、竹 

松和彦選手は、一般軽量級の部で優勝に輝きました。 

※拳成館空手道では臨時入門者を募集しています。 

興味のある方は気軽に見学に来てください。 

中司 ， 

▲レベルの高かった大会成果がずらりと並ぶ 

b
ソ
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下田川ライオンズクラブから 

本と桜の木の贈り物 

［
桜
の
花
を
 

咲
か
せ
て
ね
］
 

4
月
2
日
は
山
の
神
で
、
桜
 

の
木
の
植
樹
が
、
メ
ン
バ
ー
の
手
 

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

来
年
、
美
し
く
咲
い
た
桜
の
花
 

が
み
な
さ
ん
の
目
と
春
の
訪
れ
を
 

知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
 

4
月
か
ら
、
方
城
町
児
童
 

セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
が
変
更
 

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
 

ら
せ
致
し
ま
す
。
 

毎週月曜日 

第3日曜日 

国民の祝日 

l 
毎週火曜日 

第3日曜日 

変
更
前
 

変
更
後
 

さあ、どれから 
読もうかな 

［
た
く
さ
ん
本
が
 

は
い
っ
た
よ
］
 

放
課
後
集
ま
っ
て
く
る
小
中
学
 

生
は
多
く
い
ま
す
。
そ
の
子
ど
も
 

達
に
セ
ン
タ
ー
内
で
、
も
っ
と
本
 

を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
 

い
ま
し
た
が
、
児
童
図
書
の
数
が
 

少
な
く
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
 

と
気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
 

く
さ
ん
の
児
童
図
書
が
贈
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

噴・】 

1
d
踊
魂
馴
菊
阿
圏
一
 

ロ
か
た
い
ュ
娃
婆
ー
い
ろ
ん
な
じ
小
ん
に
な
馨
太
宰
久
ス
文
 

か
陰
膨
」
馨
異
響
裟
 

繊
引
ぎ
ー
ン
ー
」
一
 

酬
り
 '

 

な
ん
で
も
で
再
名
！
 
ほ
く
・
わ
た
し
 

太
弔
久
夫
‘
立
 

花
よ
り
も
小
さ
く
・
星
野
《
一
 

・
●
議
似
告
い
m
、
》
え
な
に
夏
」
い
ー
ぜ
・
起
し
 
太
貫
夫
・
女
一
 

d
E
」r 

「
”
 

蟻
書
の
時
間
に
よ
む
本
 

曹

 

「
）
 
売
書
の
埼
間
に
よ
む
本
 

（

曹

 

蟻
書
の
時
間
に
よ
む
本
 

涜
書
の
時
間
 

続
書
の
時
間
に
よ
む
本
 

！

 

読
書
の
時
間
に
よ
む
本
】
 
！

 

ど

く

し

ょ

の

じ

か

ん

に

よ

む

本

ー

 

ど

く

し

ょ

の

じ

か

ん

に

よ

む

本

奮

 

日
本
の
歴
史
 

日
本
の
歴
史
 

寄贈下任1川ライ杏扇鷲響 
▲みなさん、この一冊一冊を大切に読んで下さいね。 

老
人
大
学
俳
句
教
室
 

講
師
 
池
田
 

ば

ん

ぷ

つ

 

わ

れ

 

ひ

と

つ

ぶ

 

万

物

の

我

に

一

粒

春

の

月

 

け

い

ち

つ

 

あ

り

 
き
 

の

ぽ

 

啓
塾
の
蟻
木
登
り
を
は
t

め
た
る
 

催
据
と
な
り
て
好
t

き
町
冷
舟
む
 

は

く

も

く

れ

ん

 

た
そ
が
れ
て
「
白
」
H
木
）
倒
の
空
と
な
り
 

あ
っ
け
な
く
参
か
れ
て
執
の
織
嘩
 

逮
糞
は
瞬
の
敵
さ
に
遊
び
け
り
 

磯
に
麟
子
に
客
そ
れ
そ
れ
灘
嫌
 

春
の
日
を
笠
象
に
潜
び
カ
ー
デ
ニ
ン
グ
 

七
地
よ
り
春
り
跳
ひ
と
い
へ
る
も
の
 

べ
蹴
の
風
に
ひ
と
き
わ
概
加
郵
 

献
覇
の
は
れ
て
、
尋
び
雌
）
叫
 

ま

ん

か

い

 

た

い

U

ゆ
 

満

開

の

花

の

大

樹

の

ま

ぶ

t

さ
に
 

の

き

さ

き

 

は
つ
つ
ば
め
 

軒
先
の
声
な
つ
か
t
き
初
燕
 

一
歩
 

選
 

講
 

師
 

桑
野
 

園
女
 

桑
野
 

昌
宣
 

永
野
美
智
子
 

白
石
 

鶴
代
 

野
村
 

鈴
子
 

松
本
ミ
ネ
ヤ
 

尾
崎
 

和
子
 

藤
井
 

治
彦
 

渡
辺
 

一
枝
 

鈴
木
秋
風
子
 

永
末
 

公
恵
 

白
石
 

凡
子
 

今
年
も
老
人
大
学
で
俳
句
教
室
が
開
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
感
謝
い
た
 

t
て
い
ま
す
。
 

俳
句
は
、
 

(1

）
誰
で
も
と
り
つ
き
や
す
く
、
つ
く
り
や
す
い
の
で
す
が
、
奥
を
き
わ
め
 

る
こ
と
は
、
む
ず
か
t

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

(2

）
自
然
を
う
た
う
の
で
、
季
節
を
表
す
こ
と
ば
（
季
語
）
を
入
れ
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

今
月
は
季
語
に
ー
を
つ
け
ま
t
た。 

十
七
音
で
、
季
語
を
入
れ
た
詩
を
教
室
で
味
あ
う
こ
と
は
、
と
て
も
楽
t
 

く
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
で
す
。
老
人
大
学
の
俳
句
教
室
で
な
 

く
て
も
、
夏
休
み
の
と
き
は
、
自
分
た
ち
で
俳
句
会
を
t

て
い
ま
す
の
で
、
 

ぜ
ひ
参
加
t

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
t

て
い
ま
す
。
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情
報
案
内
板
 

検
察
審
査
会
に
相
談
を
 

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
 

あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
 

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
 

て
く
れ
な
い
。
 

こ
ん
な
不
満
や
問
題
を
お
持
ち
の
 

人
ご
相
談
ド
さ
い
。
相
談
無
料
、
秘
密
 

厳
守
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 

田
川
検
察
審
査
会
 

事
務
局
 

容
4
2

・
〇
1
6
3
 

き
れ
い
な
け
し
の
花
に
 

こ
用
心
 

⑥
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
 

き
れ
い
な
「
け
し
」
の
花
を
見
か
け
 

る
季
節
で
す
。
薬
物
乱
用
に
つ
な
が
 

る
「
け
し
」
の
花
も
あ
り
ま
す
。
見
つ
 

け
た
ら
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
 

■
植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」
の
 

特
徴
 

・
草
丈
が
大
き
く
1
メ
ー
ト
ル
以
E
 

・
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
で
毛
が
な
 

い
 

・
く
き
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
 

え
て
い
る
 

・
葉
が
大
き
く
ま
わ
り
の
切
れ
込
み
 

が
浅
い
 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
 

入
団
し
ま
せ
ん
か
 

■
慕
佳
木
対
象
と
人
数
 

幼
稚
園
児
…
年
長
 10 

人
 

小
学
生
…
2

・3
年
生
 10 

人
 

成
人
会
員
…
5
人
 

■
活
動
日
 
土
曜
又
は
 11 

曜
に
月
2
 

回
程
度
 

■
活
動
場
所
 
田
川
市
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
 

ト
ワ
ー
ク
や
筑
豊
地
区
の
そ
の
他
の
 

公
共
施
設
な
ど
 

■
問
い
合
わ
せ
 

（
社
）
ガ
ー
ル
ス
カ
 

Y
 

A
 

M
 

4
 

0
 

0
 

2
 

ウ
ト
福
岡
県
第
 39 

団
 

容
4
2

・
4
9
3
1

（
鍋
藤
さ
ん
）
 

容
4
2

・
〇
o
〇
9

（
中
川
さ
ん
）
 

夏
休
み
自
然
と
遊
ぼ
「
つ
 

⑨
飯
塚
駐
屯
地
キ
ャ
ン
プ
村
 

■
と
 
き
 
7
月
 31 

日
5
8
月
1
日・ 

8
月
7
日
1
8
日
（
土
日
の
み
）
 

▼
と
こ
ろ
 

飯
塚
駐
屯
地
キ
ャ
ン
プ
 

4
)J 

エ
か
ー
 

■
対
象
団
体
 
筑
豊
地
区
の
子
ど
 

も
会
 

■
申
し
込
み
期
限
 
5
月
 31 

日
（
月
）
 

■
説
明
会
 

6
月
6

日
（
日
）
午
前
 

0L
寸
5
 

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
同
日
 

抽
選
し
ま
す
。
 

■
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ
 

陸
上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地
広
報
室
 

公
〇
9
4
8

・
2
2

・
7
6
5
1
 

全
国
一
斉
特
設
人
権
 

相
談
所
開
設
し
ま
す
 

⑨
人
権
擁
護
委
員
の
日
 

6
月
1

日
（
火
）
は
、
あ
な
た
の
町
 

の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
 

人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
や
隣
近
 

所
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
 

ま
す
。
 

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
 

■
と
 
き
 
6
月
1
日
（
火
）
午
前
 10 

時
ー
午
後
3
時
ま
で
 

■
と
こ
ろ
 
方
城
町
福
祉
会
館
 

※
方
城
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
 

香
月
律
治
さ
ん
（
容
2
2

・
〇
7
3
4
) 

渡
選
一
枝
さ
ん
（
容
2
2

・
o
8
4
3
) 

香
月
輝
一
さ
ん
（
公
2
2

・
1
3
2
6
) 

で
す
。
 あ

な
た
の
強
い
味
方
で
す
 

一
時
・
休
日
保
育
 

⑨
す
ず
ら
ん
保
育
所
 

す
ず
ら
ん
保
育
所
で
は
、
保
護
者
 

の
急
な
病
気
や
仕
事
、
出
産
や
育
児
 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
し
た
い
、
学
校
行
 

事
に
参
加
な
ど
の
時
に
、
バ
ッ
ク
ア
 

ッ
。
フ
の
お
手
伝
い
一
時
保
育
と
休
日
 

保
育
を
し
て
い
ま
す
。
 

■
一
時
保
育
 

▼
対
象
児
童
と
人
数
 
小
学
校
就
学
 

前
児
童
で
一
日
あ
た
り
 10 

人
 

▼
保
育
時
間
 

（
日
曜
・
祝
日
・
 
12 

月
 

29 

日
5
1
月
 30 

日
を
除
く
）
 

J
 

、

、

 

▼
完
全
給
食
と
お
や
つ
で
す
 

▼
利
用
料
金
 

1
日
2
、
〇
〇
〇
円
 

■
休
日
保
育
 

▼
保
育
時
間
 

日
曜
・
祭
日
午
前
8
 

時
 30 

分
ー
午
後
6
時
ま
で
 

※
利
用
に
は
、
ど
ち
ら
も
事
前
登
録
 

と
申
請
が
必
要
で
す
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
（
保
育
係
）
 

公
2
2

・
5
1

〇
1
 

す
ず
ら
ん
保
育
所
 

容
2
2

・
5
1
 

「ノ［I 「
創
業
塾
」
に
 

参
加
し
ま
せ
ん
か
 

創
業
を
考
え
て
い
る
人
や
創
業
間
 

も
な
い
人
を
対
象
に
、
創
業
の
心
構
 

え
か
ら
事
業
計
画
の
立
て
方
、
受
講
 

生
自
ら
が
ビ
ジ
ネ
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田川市 
■土門拳 全仕事・傑作展 
と き 5月16日（日）まで 
ところ 田川市美術館皿42・6161 
※日本初の写真美術館「土門拳記念館」（酒田市）の開館20周年 

を記念して開催。 
■川渡り神幸祭 
と き 5月15日（土）'16日（日） 

ところ 彦山川河川敷 
■春日神社神幸祭 
と き 5月22日（土）・23日（日） 
ところ 田川後藤寺駅前お祭り広場 

赤池町 
■芸能発表会 

と き 5月23日（日） 午後12時30分～ 
ところ 赤池町同和対策中央研修所 

糸田町 
■糸田町祇園山笠 

と き 5月8日（土）・9日（日） 昼～夜 
ところ 町内各地 

大任町 
■第14回花としじみの里 おおとうマラソン 
と き 5月23日（日） 午前9時30分～ 

ところ レインボーホール 
種 目 2キロ・5キロ・10キ口 
※種目別にスタート時刻が違います。 

添田町 
■添田神幸祭 

と き 5月8日（土）・9日（日） 
ところ 町内各地 

■英彦山山開き 
とき・ところ 前夜祭5月29日（土） 午後7時～（英彦山野営場） 

山開き5月30日（日） 午前11時～（英彦山山頂） 

金田町 
■国際車いすテニス大会 
と き 5月13日（木）~15日（土） 午前9時～ 

ところ ふれあいスポーツ公園 
■車いすテニス国際交歓会 

と き 5月14日（金） 午後7時～ 
ところ 町民会館 

問い合わせ どちらも福祉課 公22・6664 

赤 村 

．トロツコ列車が走ります 
幻の鉄道」日国鉄「油須原線」跡地を鉱山採掘で実際に使用した 

列車ですよ 
と き 5月8日～23日（土日のみ） 

午前10時～午後4時30分 
ところ 平成筑豊鉄道・赤駅前 
問い合わせ 赤村トロツコの会 手嶋さん 

公090・965〇・5233 
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3月の事件●事故数 方城町内の
事件事故発生状況／田川警察署 

不審者を見かけたら110番通報 
時間と車間にゆとりをもった運転に心がけを 

4月某日、5月に閉館する仮設温泉に取材に出かけました。 

まずは男湯、女湯に入浴中のみなさんに、写真撮影の協力を 

お願いしてから、いざ力メラを手に浴室ヘズンズンお邪魔。男 

湯で「みなさんが気持ち良さそうに湯船に浸かっているとこ 

ろを撮らせてくださ～い」と声をかけたら気さくな笑顔で力メ 

ラの方を向いてくれました。そこをパチリ。女湯は背中美人の 

ところをパチリ。 

浴室の中は、蒸し暑さと湯気がいっばいでレンズが曇りな 

がらの撮影に悪戦苦闘。こんなことなら取材ばかりじゃなくて 

私も温泉に入れば良かったと少し後悔。 

取材中に閉館を聞いた利用客の人から、「閉館するん残念 

やね」「ここのお湯は気持ちが良い新しい温泉が出来たらす 

ぐ入りにくるけん」と惜しむ声や、オープンを楽しみにしてい 

る声が聞けました。 

みなさんが、この小っちゃな町の温泉を、とっておきの湯と 

して、大切に利用してくれていたと改めて実感。秋オープンま 

での間、あと1ケ月間温泉にしっかり浸っといて下さいね。（鉄） 

⑩FF 広報ほうじよう 2004年（平成16年）5月 



6月・7月に誕生日を迎える3歳までの子を募集しています（6月10日（木）締切り・敬称略） 

報
【
ま
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・
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沼野 かんなちゃん 
平成15年5月24日生 

（東ケ丘） 

〈沼野英彦・ゆかり〉 

◆メッセージ◆ 

スクスク大きく 

なあ～れ！ 

けんた 

林 健太くん 
平成14年4月11日生 

（公園通り） 

〈林芳和・美雪〉 

◆メッセージ◆ 

元気でのびのびと 

育ってね！ 

月
号
 

、 

j 

j 

I戸 一 ’」 ',, “ー j 」、 ’ーこ、 、、 ' 

今年も樹齢500年を越す定禅寺（藤寺）の藤が、辺リー面に甘い春りを漂わ首 
J 、 lg “ →ム ,=h 万 ィ、→＋ j ，っ、z l‘ 、， 」 ， 」 ~ 

ば刀、らj寄、、豚巴vノイ巳と天か一trよ しに0 

連日、花の開花を待ちわびていた見物客が花見に訪れ、藤棚の下で花を眺めなが 

ら弁当を広げる人達や、仕事帰リに立ち寄る人、長く伸びた総をフアインダーに残 

そうと熱旭に写真を撮る人と、思い思いに今年の藤を楽しんでいる姿が見られました。 

また、定禅寺前の池には例年通り「花いかだ」が浮かべられ、藤と一緒に花見客 

の目を引いていました。 

方城町の人口●男3,715人女4,121人計7,836人世帯数3,036戸 
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